
大和郡山 防災ニュース ３．９月

このニュースは、市内で防災に関わる住民の皆さんに、様々な取組や
防災情報を提供します。

今年もこれからがシーズン
台風など強風に備え､事前の準備を！

今年の台風は､９月下旬以降日本列島に接近､襲来
する可能性が高くなるという予想もあるようです。
台風の影響として、前線を刺激するなどで豪雨をも
たらすこともありますが、やはり注意しなければな
らないのは強い風。数年前には、暴風によって飛散
した建物の部材や物品が周囲の建物や工作物に当た
ったり、吹き溜まったりする被害が発生し、飛散し
た破片で窓ガラスが割れ、建物の中にいた住民がガラス片でケガをす
る事故も発生しました。このような被害を防止し、お互いが加害者に
もらないように日頃の確認と修理、また台風が近づいてきたときの対
策によって、その被害を最小限に抑える準備をお願いします。

こんなことを確認、準備しましょう！
①窓ガラスのひび割れ、がたつきはないか？確認して必要に応じて修

理、補強しておく。また飛来物に備え外側を板で塞いだり、破損時
の破片の飛散を防ぐため、養生テープなどでガラス面を固定する。

②雨どいに落葉や土砂が詰まっていないか？継ぎ目の外れや塗料の剥
がれ、腐りはないか？時々確認して修理や掃除をする。

③雨戸にがたつきやゆるみはないか？
④屋根瓦に、ひびや割れ、はがれはないか？落ちかけていないか？
⑤トタン板のめくれやはがれなどないか？

⑥鉢植えや園芸用品、物干し竿などは屋内や物置の中
に入れておきましょう。

⑦周囲の側溝のゴミや泥を取り除き、水はけを良くし
ましょう。(過去に、敷地に放置したゴミが道路側
溝で詰まって流水が溢れたこともありました｡)

⑧店の看板やテレビアンテナその他風で飛びやすいも
のは放置せず､固定するか､屋内に入れましょう。

雨が続くときは、土砂災害にも警戒してください！
今夏は８月に入って天候不順が続きましたが、大

雨(洪水)警報が発令されたのは、８月１２日の一度
だけでした。ただ、一気に災害に結びつく激しい雨
でなくても、何日も雨がしとしと降り続くと地盤は
緩んで土砂災害が起こりやすい状況になっているの
です。大雨から何日も経っているのに、まだ山ぎわ



から水がしみ出している風景を見たことありませんか？雨がやんでも
地中にはまだ多量の水分を含んでいるからです。このため土砂災害は
雨が降っている時から相当遅いタイミングでも発生することがあるの
です。本市発行の総合防災マップで土砂災害(特別)警戒区域にお住ま
いの方は十分注意してください。また警戒区域外でも傾斜や段差があ
るところにお住まいの方で様子がおかしいと感じたときは注意が必要

です。８月の長雨の間に警戒区域外で市道に土砂が崩
れる事例も発生しています。また、今まで排水溝が管
理されていた土地が、空き家になるなどで放置され、
雨水排水ができなくなると、崩れや土砂流出の危険が
出てきます。下部にお住まいの方は注意していただく
と共に、所有者､管理者の方は管理不全にならないよう
よろしくお願いします。

様々な立場の方の視点を取り込んだ地域防災へ！
「防災のつどい」などでご意見を伺っていると、要
支援者対策の重要性を理解し対策を実行していた
り、市では要支援者とされていないが､こどものい
る家庭の避難対策など、地域での進んだ取り組みを
お聞きし、私共も頭の下がる思いの場面がございま
す。いざ災害に備えて、それぞれの立場の方が抱え
る不安や悩みを解決､軽減するには、その当事者も
防災に関わりながら、他の方の違う不安や悩みも聞き、いっしょに考
えていくことが大事なことだと思います。自治会によっては防災役員
やボランティアを募って活動されていますが、高齢者や女性、こども
のいる家庭の方、一人暮らしの方、障がい者などいろんな立場の方も
可能な限り防災に参加していただき、それぞれ他の立場の方のことを

理解し、接点を見つけていきましょう。
市でも、以前は避難所担当職員は男性３名ずつだっ
たのを女性の立場がわかる職員の配置を！という避
難者からの声を受け、ほとんどの避難所に男女２名
ずつの配置を行いましたが、まだまだ見えていない
点があると思っております。今後ともいろんなご意

見をお聞かせくださいますようお願いします。

自治会などの防災出前講座依頼も受付中！
少人数でも訪問します。市民安全課までご相談ください
このニュースは､市民安全課､市内の各支所､矢田コミュニティ会館､
南部公民館で配布しています また､市のＨＰでもご覧になれます
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